


学生が活動を通し文法を使え、
例文を参考にしながら自分の
ことについて言えるようになる。

・ゲームをいれて聞く力をつける
ようにした。
・会話練習を多くとることで、
「文法を使う」時間を増やした。

学生が、文法の内容を理解し自
ら率先して、文法を使用できるこ
と。

・アクティビティを取り入れ、

積極的に活動できる内容に
するよう心掛けた。

学生が活動を通し文法がわ
かり・使えるよう/言えるよう
になる。

・ペア練習を多く取り入れ、
「使える」ことを意識した
授業展開。



・板書計画ができていない。

・使える段階まで持っていくこと
ができなかった。
・時間が１５分くらい余った。

・学生が活動を積極的行うことが
でき、単調にはならなかった。

・既存の絵カードを使わず、視覚
的に学習意欲を掻き立てられた。

・授業の切り替え
・学生が積極的に活動できた。

・板書計画が不十分だった。
・プリントの情報不足
・立ち位置がよくなかった。

・授業展開(流れ・スピード)
・ロールプレイなど練習を
多く取り入れた点。

・時間を気にしすぎた。
・「あった」使用言語の注意
・クリアな発音
・スリットの張り方



教壇に立って心に残ったこと

・予期せぬ質問が必ず来る

・学生に助けられたからこそ授業が進められた

・アクティビティでの生き生きとした姿

・学生の発言の大切さ

・クラス全体に目を配ることのむずかしさ

・「日本語ください！！」と言って日本語で話そうと

努力する姿

・母国語と日本語と摺り合わす中で理解に繋げる姿勢

・教室は舞台。学生の自発性と練習量の重要さ

・教師の発音の大切さ



どのような努力がさらに必要だと考えるか

・学生の発言は 後まで聞くこと

・学生一人一人に目を配る

・自分の語彙力

・学生の国の情報を知っておく

・母国での教育が影響することを理解しておく

・指示は明確にする！！

・柔軟な対応

・学生のレベルに合わせた言葉を選ぶこと

・クリアな発音


